
入学試験要項
日 本 歯 科 大 学 新 聞

本学のシンボルマーク

令和３年度
（１） 第６６６号２０２０年（令和２年）１１月３０日

本
学
は
、
２
０
２
１
年
度
（
令
和
３
）
の
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
要

項
（
生
命
歯
学
部
・
新
潟
生
命
歯
学
部
）
を
公
表
し
た
。
一
般
選
抜
入

試
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試
の
前
期
・
後
期
と
も
両
学
部
の

試
験
は
同
じ
日
に
行
い
、
両
学
部
に
併
願
し
て
受
験
で
き
る
﹁
全
学
部

入
試
﹂
を
実
施
す
る
。
な
お
新
潟
生
命
歯
学
部
で
は
、
本
年
10
月
24
日

に
第
Ⅰ
期
総
合
型
選
抜
入
試
を
行
っ
た
。
ま
た
12
月
に
新
潟
生
命
歯
学

部
で
第
Ⅱ
期
総
合
型
選
抜
入
試
を
、
両
学
部
で
は
推
薦
入
学
試
験
を
実

施
す
る
。（
入
学
試
験
要
項
と
試
験
日
程
は
、
４
面
に
掲
載
）

全
学
部
入
試
を
実
施

一
般
選
抜
は
2
月
1
日
・
発
表
は
4
日

校
友
会
長
に
近
藤
勝
洪
先
生 

再
任

☆
学
力
試
験
は
英
語
が
必

須
、
数
学
・
国
語
か
ら
１
科

目
、
計
３
科
目
を
受
験
☆

　
２
０
２
１
年
度
（
令
和

３
）
の
「
一
般
選
抜
入
学
試

験
」
と
「
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
利
用
入
学
試
験
」
と

も
、
各
々
前
期
日
程
と
後

期
日
程
に
よ
り
実
施
す
る
。

出
願
の
受
付
け
と
試
験
会
場

は
、
東
京
富
士
見
の
生
命
歯

学
部
で
行
う
。

　
一
般
選
抜
前
期
・
共
通
テ

ス
ト
利
用
前
期
・
一
般
選
抜

後
期
・
共
通
テ
ス
ト
利
用
後

期
入
学
試
験
は
、
各
１
回
の

受
験
に
よ
り
、
生
命
歯
学
部

（
東
京
）
と
新
潟
生
命
歯
学

部
の
両
学
部
に
志
願
で
き
る

「
全
学
部
入
試
」
を
実
施
す

る
。
両
学
部
に
合
格
し
た
場

合
に
は
、
ど
ち
ら
か
の
学
部

を
選
ぶ
か
は
受
験
者
自
身
で

選
択
で
き
る
。

　
一
般
選
抜
前
期
入
学
試
験

は
、
２
月
１
日
に
３
科
目
の

学
力
試
験
と
面
接
試
験
を
行

う
。
募
集
人
員
は
生
命
歯
学

部
（
東
京
）
約
53
名
、
新
潟

生
命
歯
学
部
約
30
名
。
東
京

の
生
命
歯
学
部
に
出
願
し
、

同
学
部
で
学
力
試
験
と
面
接

試
験
を
受
験
す
る
。

　
一
般
選
抜
は
英
語
が
必
須

で
、
国
語
・
数
学
は
「
国

語
総
合
」（
近
代
以
降
の
文

章
）、「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」
の
う

ち
か
ら
１
科
目
を
選
択
す

る
。
理
科
は
「
物
理
基
礎
・

物
理
」「
化
学
基
礎
・
化
学
」

「
生
物
基
礎
・
生
物
」
の
う

ち
か
ら
１
科
目
を
選
択
し
、

計
３
科
目
を
受
験
す
る
。

　
２
月
４
日
正
午
に
生
命
歯

学
部
に
合
格
者
を
掲
示
し
、

合
格
発
表
日
に
は
本
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
合
格
者
の
受
験

番
号
を
公
開
す
る
。

　
共
通
テ
ス
ト
利
用
前
期
試

験
の
募
集
人
員
は
、
生
命
歯

学
部
約
20
名
、
新
潟
生
命
歯

学
部
約
10
名
で
、
志
願
者
は

２
０
２
１
年
（
令
和
３
）
１

月
16
・
17
日
に
実
施
さ
れ
る

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
、

本
学
指
定
の
試
験
科
目
を
受

験
し
た
の
ち
、
２
月
８
日
に

生
命
歯
学
部
に
お
い
て
面
接

試
験
を
受
験
す
る
。

　
共
通
テ
ス
ト
で
の
本
学
の

指
定
教
科
・
科
目
は
、
①
外

国
語
は
英
語
（
必
須
、
リ
ス

ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を
除
く
）、

②
理
科
、
③
国
語
・
数
学
で

あ
る
。
理
科
は
物
理
基
礎
、

化
学
基
礎
、
生
物
基
礎
の
う

ち
か
ら
２
科
目
、
ま
た
は
物

理
、
化
学
、
生
物
の
う
ち
か

ら
１
科
目
を
選
択
し
、
国

語
・
数
学
は
、
国
語
総
合

（
近
代
以
降
の
文
章
）、
数

学
Ⅰ
・
Ａ
の
う
ち
か
ら
１
科

目
を
選
択
す
る
。

　
２
月
11
日
正
午
に
生
命
歯

学
部
に
合
格
者
を
掲
示
し
、

合
格
発
表
日
に
は
本
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
合
格
者
の
受
験

番
号
を
公
開
す
る
。

　
な
お
一
般
選
抜
後
期
入
学

試
験
は
、
３
月
７
日
に
学
力

試
験
と
面
接
試
験
を
、
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
後
期

試
験
も
、
３
月
７
日
に
面
接

試
験
を
、
い
ず
れ
も
生
命
歯

学
部（
東
京
）に
お
い
て
実
施

す
る
。

　
ま
た
新
潟
生
命
歯
学
部
で

は
総
合
型
選
抜
入
学
試
験

を
、
両
学
部
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
学
校
推
薦
型
選
抜
と
編
入

学
試
験
を
実
施
す
る
。

※
入
学
者
選
抜
区
分
の
名
称

変
更
（
矢
印
下
は
変
更
後
）

○
一
般
入
試
↓
一
般
選
抜

○
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

利
用
入
試
↓
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
利
用
入
学
試
験

○
推
薦
入
試
↓
学
校
推
薦
型

選
抜

○
Ａ
Ｏ
入
試
↓
総
合
型
選
抜

○
学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学
の
評

議
員
を
、
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。（
任
期 

令
和
２
年
10
月
５
日

か
ら
令
和
４
年
10
月
４
日
ま
で
）

評
議
員 

中
原
　
　
泉

評
議
員 

藤
井
　
一
維

評
議
員 

沼
部
　
幸
博

評
議
員 

三
代
　
冬
彦

評
議
員 

小
林
隆
太
郎

評
議
員 

中
原
　
　
賢

評
議
員 

山
口
　
　
晃

評
議
員 

若
槻
　
紀
寿

評
議
員 

近
藤
　
勝
洪

評
議
員 

宮
田
　
　
勝

評
議
員 

冨
田
　
武
夫

令
和
２
年
10
月
５
日

学
校
法
人
　
日
本
歯
科
大
学

公
　
　
告

公
　
　
告

○
学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学
の
理

事
を
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

（
任
期 

令
和
２
年
10
月
５
日
か
ら

令
和
４
年
10
月
４
日
ま
で
）

理
事
長 

中
原
　
　
泉

理
　
事 

藤
井
　
一
維

理
　
事 

中
原
　
　
貴

理
　
事 

小
林
隆
太
郎

理
　
事 

蓮
見
　
壽
伯

○
学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学
の
監

事
を
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

（
任
期 

令
和
２
年
10
月
５
日
か
ら

令
和
４
年
10
月
４
日
ま
で
）

監
　
事 

高
橋
　
賢
一

監
　
事 

加
藤
　
暢
一

令
和
２
年
10
月
５
日

学
校
法
人
　
日
本
歯
科
大
学

短
期
大
学
入
学
試
験

　
東
京
短
期
大
学
歯
科
技
工

学
科
・
歯
科
衛
生
学
科
の
社

会
人
選
抜
入
学
試
験
は
、

２
０
２
０
年
（
令
和
２
）
12

月
６
日
に
実
施
。
両
学
科
の

一
般
選
抜
Ａ
入
学
試
験
は
、

２
０
２
１
年
（
令
和
３
）
２

月
７
日
、
一
般
選
抜
Ｂ
入
学

試
験
は
３
月
16
日
に
行
う
。

　
新
潟
短
期
大
学
の
社
会

人
選
抜
入
学
試
験
は
、

２
０
２
０
年
（
令
和
２
）
12

月
６
日
実
施
。
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
利
用
試
験
は

２
０
２
１
年
（
令
和
３
）
２

月
14
日
、
一
般
選
抜
入
学
試

験
は
３
月
14
日
に
行
う
。

　
な
お
両
短
期
大
学
で
は
、

総
合
型
選
抜
入
学
試
験
と
学

校
推
薦
型
入
学
試
験
を
そ
れ

ぞ
れ
実
施
す
る
。

加
藤
名
誉
教
授

叙
勲

　
本
学
名
誉
教
授
の
加
藤
喜

郎
先
生
は
、
令
和
２
年
秋
の

叙
勲
で
、
瑞
宝
中
綬
章
を
受

章
さ
れ
た
。

　
加
藤
名
誉
教
授
は
１
９
６

６
年
（
昭
和
41
）
本
学
卒
業

（
第
55
回
卒
）。７
０
年
に
大
学

院
歯
学
研
究
科
修
了
後
、
歯

科
保
存
学
教
室
助
手
、
講
師

を
経
て
７
３
年
新
潟
歯
学
部

付
。
７
７
年
（
昭
和
52
）
か

ら
は
新
潟
歯
学
部
歯
科
保
存

学
第
二
講
座
（
保
存
修
復
学
）

教
授
と
し
て
、２
０
１
１
年
に

退
任
す
る
ま
で
、
34
年
間
に

わ
た
り
同
講
座
を
主
宰
し
た
。

辞
　
　
令

 

八
木
澤
瑠
璃
花

医
療
職
員
︵
看
護
師
︶
と
し

て
採
用
す
る
（
附
属
病
院
看

護
部
）

令
和
２
年
５
月
１
日

歯
学
博
士 

黒
川
　
裕
臣

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

令
和
２
年
６
月
１
日

 

小
肥
　
亜
紀

医
療
職
員
︵
臨
床
検
査
技

師
︶
と
し
て
採
用
す
る
（
附

属
病
院
臨
床
検
査
室
）

 

立
花
侑
里
恵

医
療
職
員
︵
看
護
師
︶
と
し

て
採
用
す
る
（
附
属
病
院
看

護
部
）

令
和
２
年
７
月
１
日

歯
学
博
士 

渡
邉
　
文
彦

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

 

水
越
　
新
人

医
療
職
員
︵
看
護
師
︶
と
し

て
採
用
す
る
（
附
属
病
院
看

護
部
）

令
和
２
年
８
月
１
日

歯
学
博
士 

都
築
　
民
幸

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

博
士（
歯
学
） 

小
林
真
左
子

講
師
と
し
て
採
用
す
る
（
生

命
歯
学
部
口
腔
外
科
学
講

座
・
徳
島
大
学
歯
学
部
卒
業
・

同
大
学
大
学
院
口
腔
科
学
教

育
部
口
腔
科
学
専
攻
博
士
課

程
修
了
）

助

　

教 

荒
川
い
つ
か

博
士（
歯
学
）

新
潟
生
命
歯
学
部
先
端
研
究

セ
ン
タ
ー
顎
顔
面
骨
臨
床
応

用
学
併
任
を
命
ず
る
（
新
潟

病
院
総
合
診
療
科
）

令
和
２
年
10
月
１
日

学
校
法
人 

日
本
歯
科
大
学
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生
命
歯
学
部
歯
科
法
医
学

講
座
の
都
築
民
幸
教
授
は
、

こ
の
た
び
警
視
庁
刑
事
部
捜

査
第
一
課
長
と
、
警
視
庁
鑑

識
課
長
よ
り
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
た
。

　
今
回
の
感
謝
状
贈
呈
は
、

警
視
庁
刑
事
部
捜
査
第
一
課

か
ら
は
、
捜
査
協
力
を
含
む

永
年
の
諸
活
動
に
対
し
て
、

ま
た
、
２
０
０
５
年
（
平
成

17
）
４
月
か
ら
鑑
識
課
の
嘱

託
を
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
同

課
で
の
一
連
の
諸
活
動
な
ど

に
よ
る
も
の
。

　
都
築
教
授
は
以
前
に
も
次

の
よ
う
な
事
件
へ
の
捜
査
協

力
に
よ
り
、
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
て
い
る
。

①
２
０
０
１
年
、
警
視
庁
新

宿
警
察
署
長
（
多
数
焼
死
事

件
）

②
２
０
０
６
年
、
警
視
庁
鑑

識
課
長
（
殺
人
事
件
）

③
２
０
０
８
年
、
警
視
庁
鑑

識
課
長
（
殺
人
死
体
遺
棄
事

件
）

④
２
０
１
２
年
、
警
視
庁
刑

事
部
長
（
特
別
手
配
被
疑
者

の
追
跡
捜
査
）

　
感
謝
状
の
贈
呈
式
は
、
９

月
23
日
に
霞
が
関
の
警
視
庁

本
部
庁
舎
で
行
わ
れ
、
歯
科

法
医
学
講
座
の
岩
原
香
織
准

教
授
が
同
行
し
た
。

都築教授(右)に感謝状が授与された（左は捜査第一課長）

鑑識課長からの感謝状を手にする都築教授(中央)、
左は岩原准教授 

都
築
教
授
（
東
京
・
歯
科
法
医
学
）

警
視
庁
か
ら
感
謝
状
授
与
さ
れ
る



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２０年（令和２年）１１月３０日 （２）第６６６号

　
東
京
・
富
士
見
の
生
命
歯

学
部
本
館
は
築
32
年
を
経
過

し
た
。
本
学
で
は
３
年
計
画

で
諸
設
備
の
改
修
工
事
を
順

次
進
め
て
お
り
、
天
井
材
と

し
て
使
用
し
て
い
た
ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
建
材
の
解
体
や
、

電
気
・
配
管
設
備
な
ど
の
改

修
を
行
っ
て
い
る
。

　
８
月
末
に
は
４
階
フ
ロ
ア

の
改
修
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
。

各
講
座
の
研
究
室
や
講
堂
、

会
議
室
、
事
務
室
は
工
事
期

間
中
、
他
の
フ
ロ
ア
に
移
動

し
な
が
ら
研
究
や
業
務
を
続

け
て
い
る
。
現
在
は
全
体
の

工
事
の
約
16
％
が
完
了
し

た
。
改
修
工
事
の
竣
工
は

２
０
２
３
年（
令
和
５
）３
月

末
の
予
定
で
あ
る
。

東京・本館設備

改修工事進行中

改修工事の進捗状況を報告する鹿島建設の「工事月報」（抄）

講
堂
で
最
終
記
念
講
義

石
山
教
授
（
新
潟
・
解
剖
学
Ⅱ)

　
新
潟
生
命
歯
学
部
解
剖
学

第
二
講
座
の
石
山
巳
喜
夫
教

授
の
最
終
記
念
講
義
は
、
10

月
７
日
午
後
５
時
よ
り
新
潟

生
命
歯
学
部
講
堂
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

　
演
題
は
「
私
の
愛
し
た
動

物
た
ち
」
で
、
多
数
の
教

職
員
、
大
学
院
生
が
聴
講
し

た
。

　
最
終
記
念
講
義
で
石
山
教

授
は
、
歯
の
組
織
進
化
と
分

子
進
化
、
両
生
類
や
魚
類
の

エ
ナ
メ
ル
質
の
組
織
変
化
な

ど
に
つ
い
て
講
義
し
た
。
講

義
後
、
中
原
泉
理
事
長
か
ら

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
花
束

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
石
山
教
授
は
、
１
９
７
６

年
（
昭
和
51
）
３
月
東
海
大

学
海
洋
学
部
水
産
学
科
卒

業
。
７
８
年
に
本
学
新
潟
歯

学
部
口
腔
解
剖
学
教
室
第
二

講
座
助
手
、
講
師
、
助
教
授

を
経
て
、
２
０
１
５
年
（
平

成
27
）
新
潟
短
期
大
学
衛
生

学
科
教
授
に
就
任
。
１
６
年

に
新
潟
生
命
歯
学
部
解
剖
学

第
二
講
座
教
授
に
就
任
し
、

大
学
院
新
潟
生
命
歯
学
研
究

科
（
形
態
分
析
化
学
）
を
担

当
し
た
。

▽

勤
続
42
年
・
こ
れ
ま
で
の
研
究

　
成
果
を
振
り
か
え
る
石
山
教
授

　
▽

中
原
理
事
長
か
ら
記
念
品
を
手
渡
さ
れ
る

　
　
大
勢
の
教
職
員
・
大
学
院
生
が
聴
講
し
た
▽

本
紙
６
６
６
号
に

富
士
見
ホ
ー
ル
で
最
終
記
念
講
義

都
築
教
授
（
東
京
・
歯
科
法
医
学
）

佐
藤
臨
研
生
（
東
京
・
矯
正
）

日
本
矯
正
歯
科
学
会
論
文
賞

　
生
命
歯
学
部
歯
科
法
医
学

講
座
の
都
築
民
幸
教
授
の
最

終
記
念
講
義
は
、
10
月
15
日

午
後
６
時
よ
り
生
命
歯
学
部

富
士
見
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。

　
演
題
は
「
エ
ン
ド
か
ら
は

じ
ま
っ
た
歯
科
法
医
学
」

で
、
関
わ
っ
た
事
件
・
事
案

に
お
い
て
歯
科
情
報
、
と
く

に
歯
内
療
法
学
に
関
す
る
知

識
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

き
た
か
に
つ
い
て
講
義
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し

て
、
着
座
で
き
る
よ
う
に
間

隔
を
あ
け
た
座
席
は
、
教
職

員
や
、
大
学
院
生
、
校
友
、

歯
科
医
師
会
や
警
察
関
係
者

で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
講
義

が
終
わ
り
、
藤
井
一
維
学
長

よ
り
記
念
品
、
中
原
泉
理
事

長
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
た
。

　
都
築
教
授
は
、
１
９
７
７

年
本
学
卒
業
（
第
66
回
卒
）、

歯
学
部
歯
科
保
存
学
教
室
第

一
講
座
助
手
、
講
師
、
助
教

授
を
経
て
、
１
９
８
８
年
歯

学
部
歯
科
法
医
学
セ
ン
タ
ー

長
併
任
、
２
０
０
２
年
附
属

病
院
総
合
診
療
科
教
授
に
就

任
し
た
。
０
５
年
歯
学
部
歯

科
法
医
学
教
授
、
１
３
年
10

月
歯
科
法
医
学
講
座
教
授
に

就
任
し
た
。
日
本
子
ど
も
虐

待
医
学
会
理
事
な
ど
を
歴
任

し
、
２
０
１
３
年
か
ら
１
９

年
ま
で
日
本
法
歯
科
医
学
会

理
事
長
を
務
め
た
。

▽

関
わ
っ
た
実
際
の
事
件
や

　
事
案
を
語
る
都
築
教
授

　
新
潟
生
命
歯
学
部
食
育
・

健
康
科
学
講
座
で
は
、
玄
米

が
ゆ
の
缶
詰
「
１
缶
バ
ラ
ン

ス
栄
養
食
」
を
開
発
し
た
。

本
学
創
立
者
の
中
原
市
五
郎

先
生
は
著
書
『
日
本
食
養

道
』
の
中
で
食
養
の
重
要
性

を
説
い
て
い
る
。
同
書
に
収

載
さ
れ
た
献
立
に
も
使
用
さ

れ
て
い
る
日
本
古
来
の
食
材

を
用
い
て
、
同
講
座
の
中
野

智
子
客
員
教
授
が
「
バ
ラ
ン

ス
栄
養
食
」
を
監
修
し
た
。

　
国
産
素
材
に
こ
だ
わ
り
、

玄
米
と
小
豆
、
大
豆
、
ハ
ト

ム
ギ
を
配
合
し
、
塩
で
味
付

け
し
て
い
る
。
離
乳
食
や
病

後
の
回
復
な
ど
に
も
最
適

で
、
タ
ン
パ
ク
質
や
ミ
ネ
ラ

ル
、
食
物
繊
維
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
補
え
る
。
３
年
間
ほ
ど

保
存
で
き
、
地
元
紙
『
新
潟

日
報
』
の
９
月
29
日
号
で
も

紹
介
さ
れ
た
。

「
１
缶
バ
ラ
ン
ス
栄
養
食
」

は
、
２
３
０
グ
ラ
ム
入
り
で

３
２
４
円
。
製
造
は
静
岡
市

の
伊
藤
食
品
、
東
京
都
三
鷹

市
の
「
キ
ッ
ス
ビ
ー
健
康

食
」
が
販
売
し
て
い
る
。

　
ま
た
中
野
客
員
教
授
は
、

８
月
末
に
『
よ
だ
れ
先
生
の

「
超
実
践
講
義
」「
噛
む
」か
ら

は
じ
め
る「
食
育
の
新
常
識
」

高
齢
者
＆
介
護
ケ
ア
編
』を
徳

間
書
店
か
ら
刊
行
し
た（
定
価

１
２
０
０
円
＋
税
）。(

写
真)

　
同
書
で
は
、
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
や
高
齢
者
の
口
腔
内

管
理
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お

り
、
中
野
客
員
教
授
は
「
あ

と
が
き
」
で
、
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

　
…
高
齢
者
の
健
康
に
関
し

て
は
、
何
の
制
限
も
な
く
、

好
き
な
も
の
を
好
き
な
だ
け

食
べ
る
こ
と
が
長
生
き
の
秘

訣
。
ま
ず
は
、「
食
べ
る
こ
と
」

「
味
わ
う
こ
と
」「
美
味
し

い
と
感
じ
る
こ
と
」
で
す
。

健
康
の
た
め
の
「
食
育
」
は
、

年
齢
や
地
域
差
な
ど
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

バランス栄養食
缶詰を開発（新潟）

　
佐
藤
絢
香
臨
床
研
究
生

（
生
命
歯
学
部
歯
科
矯
正
学

講
座
）
を
筆
頭
著
者
と
す

る
論
文
が
、
公
益
社
団
法
人

日
本
矯
正
歯
科
学
会
論
文

賞
を
受
賞
し
た
。
６
月
１
日

に
開
催
さ
れ
た
同
学
会
理
事

会
で
、
佐
藤
臨
研
生
の
論
文

は
最
高
得
点
を
得
、
本
年

２
０
２
０
年
度
の
論
文
賞
の

受
賞
が
決
ま
っ
た
。

　
今
秋
開
催
の
学
術
大
会
に

お
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
る

予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、

同
学
術
大
会
は
バ
ー
チ
ャ
ル

開
催
と
な
り
、
表
彰
状
が
歯

科
矯
正
学
講
座
に
送
ら
れ
て

き
た
。

　
受
賞
対
象
論
文
は A

yaka 
Sato,K

azuhito A
rai:

E
stim

ation of tooth 
agenesis risks betw

een
tooth types in orthodontic
patients w

ith non-
syndrom

ic oligodontia"

（
非
症
候
性
部
分
性
無
歯

症
の
歯
種
間
に
お
け
る
歯

の
先
天
性
欠
如
の
リ
ス

ク
）
で
、
２
０
１
９
年
の

『O
rthoddontic W

aves

』

（https://w
w

w
.sciencedirect.

com
/journal/orthodontic-

w
aves

）
78
巻
２
号
に
掲
載

さ
れ
た
。

"
学会論文賞を受賞した歯科矯正学講座の
佐藤臨研生(左)と新井一仁教授

記念品を手にする都築教授(中央)、右は藤井学長

本学関係者や警察関係者などで満席の富士見ホール



日 本 歯 科 大 学 新 聞（３） 第６６６号２０２０年（令和２年）１１月３０日

　
日
本
歯
科
大
学
新
聞
は
、

戦
後
間
も
な
い
１
９
４
８
年

（
昭
和
23
）
に
創
刊
し
た
。

編
集
長
は
37
回
卒
の
朝
比
奈

敏
行
先
生
。
創
刊
以
来
72
年

で
第
６
６
６
号
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、
三

桁
で
同
じ
数
字
が
揃
っ
た
各

号
を
紹
介
す
る
。

◇
旧
附
属
病
院
改
修
工
事

　
第
１
１
１
号
は
、
１
１
０

号
と
の
合
併
号
で
、
１
９
５

９
年
（
昭
和
34
）
８
月
発

行
。
１
面
ト
ッ
プ
は
「
附
属

病
院
の
改
造
工
事
進
行
す
」

の
見
出
し
で
、
旧
附
属
病
院

（
１
９
８
９
年
解
体
）
の
改

修
工
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
当
時
の
編
集
長
・
林
伸
伍

先
生
（
鳥
取
・
50
回
卒
）
は

編
集
後
記
で
、「
…
最
近
は

例
の
参
議
院
選
挙
問
題
、
日

本
歯
科
医
師
会
の
問
題
、
健

保
問
題
、
技
工
士
問
題
、
な

ど
い
ろ
い
ろ
話
題
が
多
い
の

で
す
が
、
今
月
は
歯
科
界
の

混
乱
期
に
乗
じ
て
批
判
す
る

よ
う
な
感
を
抱
か
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
敢
て
こ

れ
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
一

切
触
れ
ぬ
こ
と
に
し
ま
し

た
。
次
号
に
は
こ
れ
ら
の
問

題
を
、
客
観
的
な
立
場
で
大

い
に
論
じ
よ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。」
と
記
し
て
い
る
。

◇
昭
和
43
年
度
校
友
会
総
会

　
第
２
２
２
号
は
１
９
６
９

年
（
昭
和
44
）
２
月
発
行
。

１
面
は
２
月
に
開
催
さ
れ
た

昭
和
43
年
度
校
友
会
全
国
評

議
員
会
、
２
面
に
坪
根
哲
郎

教
授
（
衛
生
学
）
の
「
ド
イ

ツ
だ
よ
り
」を
掲
載
し
た
。

　
半
世
紀
前
の
１
９
６
０
年

代
後
半
は
、
全
国
の
大
学
で

学
園
紛
争
が
吹
き
荒
れ
た
。

こ
の
と
き
の
編
集
長
・
佐
沢

史
朗
先
生
（
宮
城
・
60
回
卒
）

は
、
コ
ラ
ム
「
広
場
」
欄
で
、

「
…
そ
の
点
本
学
は
今
の
所

騒
動
は
な
く
、
平
穏
だ
が
、

こ
れ
は
非
常
に
喜
ば
し
い
限

り
で
あ
る
」と
述
べ
て
い
る
。

◇
橋
本
企
画
部
長
逝
く

　
第
３
３
３
・
３
３
４
合
併

号
は
、
１
９
７
８
年
（
昭
和

５
３
）
６
月
発
行
。
発
行
兼

編
集
人
は
１
９
７
２
年
か
ら

中
原
泉
・
現
理
事
長
が
務
め

て
い
る
。
版
型
も
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
版
か
ら
半
分
の
大
き

さ
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
と
な
っ

た
。
ま
た
記
事
内
容
も
、
校

友
会
と
歯
学
会
で
広
報
誌
を

発
行
す
る
に
伴
い
、
本
紙
は

学
内
の
ニ
ュ
ー
ス
が
中
心
の

「
学
内
報
」
と
し
て
刊
行
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
１
面
は
広
島
県
で
開
催
さ

れ
た
第
74
回
校
友
会
総
会

で
、
永
年
に
わ
た
り
衆
議
院

議
員
を
務
め
た
中
村
英
男
先

生
（
島
根
・
16
回
卒
）
を
名

誉
会
員
に
推
薦
し
た
こ
と
を

報
じ
て
い
る
。
２
面
は
、
歯

学
部
薬
理
学
教
室
の
筒
井
健

機
助
教
授
の
「
留
学
記
」。

留
学
先
の
ア
メ
リ
カ
・
ジ
ョ

ン
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
か
ら
筒

井
先
生
が
寄
稿
し
た
。

　
ま
た
「
橋
本
企
画
部
長
逝

く
」
の
見
出
し
で
、
元
図

書
館
長
の
橋
本
健
吉
企
画

部
長
の
訃
報
を
掲
載
し
た
。

橋
本
部
長
は
筆
名
・
北
園

克
衛
、
北
原
白
秋
以
来
の
天

才
と
も
評
さ
れ
た
前
衛
詩
人

で
あ
る
。
ハ
ヤ
カ
ワ
・
ミ
ス

テ
リ
ー
文
庫
の
カ
バ
ー
を
は

じ
め
、
本
学
の
『
歯
学
』
や

『
日
本
矯
正
歯
科
学
会
雑

誌
』
な
ど
の
装
丁
も
手
が
け

て
お
り
、
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
も
名
高
い
。

◇
平
成
３
年
度
入
学
試
験

　
第
４
４
４
号
は
１
９
９
１

年
（
平
成
３
）
２
月
発
行
。

１
面
は
「
平
成
３
年
入
学
試

験
施
行
」
で
、「
２
月
８
日

合
格
発
表
・
新
テ
ス
ト
と
本

学
テ
ス
ト
行
う
」
と
、
前
年

に
続
き
、
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
入
学
試
験

（
新
テ
ス
ト
）
と
本
学
入
学

試
験
に
二
本
立
て
で
実
施
さ

れ
た
。
試
験
会
場
の
写
真
と

と
も
に
、「
合
格
発
表
の
掲

示
に
見
入
る
受
験
生
・
父

母
」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
、

歯
学
部
本
館
１
階
で
の
合
格

発
表
の
写
真
を
掲
載
し
た
。

　
１
面
題
字
下
で
故
中
原
實

名
誉
学
長
が
勲
一
等
瑞
宝
章

を
追
贈
さ
れ
た
と
報
じ
、
２

面
で
は
、
１
９
９
０
年
11
月

18
日
に
青
山
葬
儀
所
で
執
り

行
わ
れ
た
中
原
名
誉
学
長
の

合
同
葬
儀
を
特
集
し
た
。
新

聞
会
で
は
、
９
０
年
の
10
月

30
日
に
「
中
原
實
名
誉
学
長

逝
去
」
の
号
外
を
発
行
し
て

い
る
。

◇
１
０
０
周
年
記
念
館
着
工

　
第
５
５
５
号
は
２
０
０
５

年
（
平
成
17
）
11
月
発
行
。

１
面
は
東
京
・
附
属
病
院
の

改
修
工
事
竣
工
で
、
２
面
は

改
修
し
た
病
院
の
写
真
特

集
。
10
月
１
日
に
行
わ
れ
た

１
０
０
周
年
記
念
館
第
二
期

棟
立
柱
式
、
附
属
病
院
改
修

披
露
宴
の
記
事
を
掲
載
し
た
。

　
　
×
　
×
　
×

　
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
が
並
ぶ

第
７
７
７
号
は
、
お
よ
そ
15

年
後
の
発
行
と
な
る
。
そ
の

と
き
日
本
歯
科
大
学
は
、
創

立
１
３
０
年
を
迎
え
て
い
る

だ
ろ
う
。

▽右から第444号（1991年）１面、同２面、第555号（2005年）

　かつて入試発表の会場には公衆電話が置かれ、合格
　の喜びを知らせる受験生が長い列をなしていた。

　2002年３月発行の第526号から、本紙掲載の写真はす
　べてカラーとなった。

△第110・111合併号（1959年）

▽右から第222号（1969年）、第333・334合併号（1978年）



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２０年（令和２年）１１月３０日 ( 4 ）第６６６号

（
注
）
一
般
選
抜
入
学
試
験
（
前
期
・
後
期
）・

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
学
試
験
（
前
期
・
後
期
）
は
，
生
命
歯
学
部
（
東
京
）
と
新
潟
生
命
歯
学
部
共
通
の
試
験
で
行
い
，
併
願
可

能
。

2021
年
度（
令
和
３
）
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
要
項

試
験
区
分

学
　
　
部

募
集
人
員

出
願
期
間

出
願
場
所

・
試
験
場

試
験
科
目
等

試
験

日

合
格

発
表

手
続

期
限

推
薦

入
学

試
験

新
潟

生
命

歯
学

部
新

潟
生

命
歯

学
部

生
命

歯
学

部
（

東
京

）

日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部

〒
951 -8580 新

潟
県
新
潟
市
中
央
区
浜
浦
町
1‒8　☎

025‒267‒1500

平
成
29年

11月
21日

㈫
に
本
人
と

高
等

学
校

長
宛
に
合

否
通

知
を

速
達
郵
便
で
発
送
す
る

本
人
に
合
否
通
知
を
速
達
郵
便
で
発
送

新
潟

生
命

歯
学

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
同

日
午

後
４
時

以
降
に
掲

載

英
語
小
テ
ス
ト
，
面
接
試
験
と
も

平
成

2
9
年

1
1
月

1
9
日

㈰

郵
送
・
窓
口
と
も
：

2９
年
10月

８
日
㈬

～
11月

16日
㈭

必
着

 窓
口

受
付

時
間

　１０
：

００
～

１６
：

００

平
成
29年

８
月
28日

㈪
～

９
月

７
日
㈭

平
成
2９
年

９
月
13日

㈬
～

９
月

22日
㈮

平
成
2９
年

1
1
月

８
日
㈬
～

1
1
月
１７

日
㈮

平
成
2９
年

９
月

９
日
㈯

平
成
2９
年

９
月

1
2
日
㈫

平
成
2９
年

1
1
月

５
日
㈰

平
成
2９
年

1
1
月

７
日
㈰

平
成

29年

10月
23日

㈪
～

11月
１
日
㈭

出
願
資
格

（
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

参
加

が
必

須
，

昨
年

度
参

加
可

）
・
目

標
を
定
め
そ
の
実

現
の
た
め

に
積

極
的
に
行

動
す
る
こ
と
の

で
き
る
，

目
標

意
識
と
意

欲
の

あ
る
者

・
医

療
人
に
ふ
さ
わ
し
い
高
い
倫

理
観
や
適
性
を
持
っ
た
者

・
本

学
以

外
の

修
学
・
志

望
は

考
え
て
お
ら
ず
、

合
格
し
た

場
合
に
入
学
を
確
約
で
き
る
者

・
そ
の
他
，

高
等

学
校

卒
業

者
と

同
等

以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
等
・
・
・

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）

面
接

試
験（

グ
ル
ー
プ

・
個
人
）

３
）
実
技
評
価

４
）
資
格
取
得
状
況
，
文
化
・

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

な
ど
も
評
価

出
願
資
格
（
公
募
制
）

１
）

平
成
29年

３
月

卒
業

者
並

び
に

平
成

30年
３
月

卒
業

見
込

み
の

者
で

学
業

成
績

が
良

好
で

将
来

歯
科

医
療
を
担
う
者
と
し
て

高
等

学
校

長
が

推
薦

す
る
者

２
）

本
学

へ
の

入
学

の
意

志
を

有
し

,合
格
し

た
場

合
に

入
学
を

確
約

で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
英
語
小
テ
ス
ト

２
）
面
接
試
験

出
願
資
格（

指
定
校
制
・
公
募
制
）

歯
科

医
療

担
当

者
と

し
て
，

十
分

な
学

力
と

高
い

目
的

意
識

を
持

ち
，

相
手

の
気

持
ち

を
理

解
で

き
る

人
間

性
豊

か
な

者
で
，

次
の

条
件

を
満

た
す

こ
と
。１
）

平
成
30年

３
月

卒
業

見
込

み
の

者
で
，

将
来

歯
科

医
療
を
担
う
者
と
し
て

高
等

学
校

長
が

推
薦

す
る
者

２
）

本
学

へ
の

入
学

の
意

志
を

有
し

,合
格
し

た
場

合
に

入
学
を

確
約

で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
英
語
小
テ
ス
ト

３
）
小
論
文

４
）
面
接
試
験

平
成
29年

11月
14日

㈫
に
本
人
と

高
等

学
校

長
宛
に
合

否
通

知
を
速

達
郵
便
で
発
送
す
る

英
語
小
テ
ス
ト
，小

論
文
，面

接
試
験
と
も

平
成

2
9
年

1
1
月

1
2
日

㈰

郵
送

:29年
11月

１
日
㈬
～
11月

9日
㈭
必
着

窓
口

:28年
11月

8日
㈬

･
11月

9日
㈭

 窓
口

受
付

時
間

　１０
：

００
～

１６
：

００

郵
送
：
30年

１
月
５
日
㈮
～
１
月
25日

㈭
必
着

窓
口
：
30年

１
月
25日

㈭
・
１
月
26日

㈮

 窓
口

受
付

時
間

　９
：

００
～

１６
：

００

郵
送
：
30年

１
月
11日

㈭
～
１
月
25日

㈭
必
着

窓
口
：
30年

１
月
25日

㈭
・
１
月
26日

㈮

 窓
口

受
付

時
間

　９
：

００
～

１６
：

００

郵
送
：
30年

２
月
21日

㈬
～
２
月
28日

㈬
必
着

窓
口
：
30年

２
月
28日

㈬
 窓

口
受

付
時

間
　９

：
００

～
１６

：
００

郵
送
：
30年

２
月
21日

㈫
～
２
月
28日

㈬
必
着

窓
口
：
30年

２
月
28日

㈬
 窓

口
受

付
時

間
　９

：
００

～
１６

：
００

日
本

歯
科

大
学

生
命

歯
学

部
（

東
京

）
〒

1
0
2
-8

1
5
9
 
東

京
都

千
代

田
区

富
士

見
１
‒９

‒
2
0
 ☎

0
3
‒
3
2
6
1
‒
8
3
1
1

学
力
試
験
，
面
接
試
験
と
も

平
成

3
0
年

２
月

１
日

㈭

平
成
30年

２
月
４
日
㈰
12時

，生
命

歯
学

部（
東

京
）に

掲
示

，合
格

者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

平
成
30年

２
月
７
日
㈬
12時

，生
命

歯
学

部（
東

京
）に

掲
示

，合
格

者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

平
成
30年

３
月
７
日
㈬
12時

，生
命

歯
学

部（
東

京
）に

掲
示

，合
格

者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

平
成
30年

３
月
７
日
㈬
12時

，生
命

歯
学

部（
東

京
）に

掲
示

，合
格

者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

一
般

選
抜

前
期

入
学

試
験

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

利
用

前
期

入
学

試
験

一
般

選
抜

後
期

入
学

試
験

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

利
用

後
期

入
学

試
験

生
命

歯
学

部（
東

京
）

新
潟

生
命

歯
学

部
生

命
歯

学
部（

東
京

）
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

新
潟

生
命

歯
学

部
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

面
接
試
験
：
平
成
29年

２
月
５
日
㈪

学
力

試
験

，
面

接
試

験
と

も
平

成
3
0
年

３
月

４
日

㈰
面
接
試
験
：
平
成
30年

３
月
４
日
㈰

学
力
試
験

１
．
英

語
：

「
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン

英
語
Ⅰ
」

「
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン

英
語
Ⅱ
」

「
英
語
表
現
Ⅰ
」

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国

語
総

合
」（

近
代

以
降

の
文

章
），「

数
学
Ⅰ
・
Ａ
」

の
う

ち
か

ら
，１

科
目

を
選
択
す
る

３
．
理

科
：

「
物

理
基

礎
・
物

理
」，「

化
学

基
礎
・
化

学
」，「

生
物

基
礎

・
生

物
」

の
う

ち
か

ら
，１

科
目
を
選
択
す
る

計
３
科
目

面
接
試
験
：

受
験

生
本

人
に

対
し
，

個
々

に
行
う

面
接
試
験

　
受

験
生

本
人

に
対

し
，

個
々

に
行
う

（
注
）

　
本
学
が
利
用
す
る
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
の
教
科
・
科
目
は
以
下
の

と
お
り
な
の
で
，
こ
れ
ら
の
科
目
を

受
験
し
て
お
く
こ
と

１
．
外
国
語
：

「
英
語
」必

須
（
リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
）

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国
語
総
合
」（
近
代
以
降
の
文
章
），

「
数

学
Ⅰ
・
Ａ
」の

う
ち

か
ら
，

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理

科
：

「
物
理
基
礎
」，「

化
学
基
礎
」，

「
生
物
基
礎
」の

う
ち
か
ら
，

２
科
目
，ま

た
は
「
物
理
」，「

化
学
」，「

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，１

科
目
を
選
択
す
る

※
理

科
（

基
礎

を
付

し
て

い
な

い
科

目
）

に
お

い
て

２
科

目
受

験
し

た
場

合
は
，第

１
解

答
科

目
の

み
を

合
否

判
定

に
使

用
す

る
。

「
英

語
」

に
つ

い
て

は
リ

ス
ニ

ン
グ

の
成

績
は

利
用

し
な

い

面
接
試
験

　
受

験
生

本
人

に
対

し
，

個
々

に
行
う

（
注
）

　
本
学
が
利
用
す
る
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
の
教
科
・
科
目
は
以
下
の

と
お
り
な
の
で
，
こ
れ
ら
の
科
目
を

受
験
し
て
お
く
こ
と

１
．
外
国
語
：

「
英
語
」必

須
（
リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
）

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国
語
総
合
」（
近
代
以
降
の
文
章
），

「
数

学
Ⅰ
・
Ａ
」の

う
ち

か
ら
，

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理

科
：

「
物
理
基
礎
」，「

化
学
基
礎
」，

「
生
物
基
礎
」の

う
ち
か
ら
，

２
科
目
，ま

た
は
「
物
理
」，「

化
学
」，「

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，１

科
目
を
選
択
す
る

※
理

科
（

基
礎

を
付

し
て

い
な

い
科

目
）

に
お

い
て

２
科

目
受

験
し

た
場

合
は
，第

１
解

答
科

目
の

み
を

合
否

判
定

に
使

用
す

る
。

「
英

語
」

に
つ

い
て

は
リ

ス
ニ

ン
グ

の
成

績
は

利
用

し
な

い

学
力
試
験

１
．
英

語
：

「
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン

英
語
Ⅰ
」

「
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン

英
語
Ⅱ
」

「
英
語
表
現
Ⅰ
」

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国

語
総

合
」（

近
代

以
降

の
文

章
），「

数
学
Ⅰ
・
Ａ
」

の
う

ち
か

ら
，１

科
目

を
選
択
す
る

３
．
理

科
：

「
物

理
基

礎
・
物

理
」，「

化
学

基
礎
・
化

学
」，「

生
物

基
礎

・
生

物
」

の
う

ち
か

ら
，１

科
目
を
選
択
す
る

計
３
科
目

面
接
試
験
：

受
験

生
本

人
に

対
し
，

個
々

に
行
う

平
成

2
9
年

1
1
月

3
0
日

㈭
平

成
2
8
年

1
1
月

2
2
日

㈬
平

成
3
0
年

２
月

1
4
日

㈬
平

成
3
0
年

２
月

1
6
日

㈮
平

成
3
0
年

３
月

1
5
日

㈭
平

成
3
0
年

３
月

1
5
日

㈭

約
1
0
名

（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
8
名

約
8
名

約
5
3
名

約
3
5
名

約
2
0
名

約
1
5
名

約
1
0
名

若
干

名
若

干
名

約
5
名

約
4
0
名

（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

A
O

入
学

試
験

Ⅰ
期

A
O

入
学

試
験

Ⅱ
期

試
験
区
分

総
合

型
選

抜
入

学
試

験
 Ⅰ

期
総

合
型

選
抜

入
学

試
験

 Ⅱ
期

学
　

校
　

推
　

薦
　

型
　

選
　

抜
　

入
　

学
　

試
　

験
一

般
選

抜
前

期
入

学
試

験
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

利
用（

前
期

）入
学

試
験

一
般

選
抜

後
期

入
学

試
験

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
利

用（
後

期
）入

学
試

験

学
　
　
部

新
潟

生
命

歯
学

部
新

潟
生

命
歯

学
部

生
命

歯
学

部
（

東
京

）
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

生
命

歯
学

部（
東

京
）

新
潟

生
命

歯
学

部
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

生
命

歯
学

部（
東

京
）

新
潟

生
命

歯
学

部

募
集
人
員

約
1
6
名

約
1
0

名
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
4
0

名
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
5
3

名
約

3
０

名
約

2
0
名

約
1
0
名

約
1
0
名

若
干

名
約

5
名

若
干

名

出
願
期
間

郵
送
・
窓
口
と
も
：

２
年
11月

16日
㈪
～
11月

26日
㈭
必
着

窓
口
受
付
時
間
 10：

00～
16：

00

郵
送
：
2年

11月
2
日
㈪
～
11月

11日
㈬
必
着

窓
口
：
2年

11月
10日
㈫
・
11月

11日
㈬

窓
口
受
付
時
間
 9：

00～
16：

00

郵
送

：
3年

1月
5
日
㈫

～
1月

25日
㈪

必
着

窓
口

：
3年

1月
25日
㈪

・
1月

26日
㈫

窓
口
受
付
時
間
 9：

00～
16：

00

郵
送
：
3年

1月
8
日
㈮
～
1月

25日
㈪
必
着

窓
口
：
3年

1月
25日
㈪
・
1月

26日
㈫

窓
口
受
付
時
間
 9：

00～
16：

00

郵
送
：
3年

2月
19日
㈮
～
3月

2
日
㈫
必
着

窓
口
：
3年

3月
2
日
㈫

窓
口
受
付
時
間
 9：

00～
16：

00

郵
送

：
3年

2月
19日
㈮

～
3月

2日
㈫

必
着

窓
口

：
3年

3月
2
日
㈫

窓
口
受
付
時
間
 9：

00～
16：

00

出
願
場
所

・
試
験
場

日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部

〒
951-8580 新

潟
県
新
潟
市
中
央
区
浜
浦
町

1
-
8
 ☎

025-267-1500
日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
（
東
京
）

〒
102-8159 東

京
都
千
代
田
区
富
士
見

1
-
9
-20 ☎

03-3261-8311

試
験
科
目
等

出
願
資
格

（
�オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

参
加

が
必
須

，
昨
年
度
参
加
可
）

・
�目

標
を

定
め

そ
の

実
現

の
た

め
に

積
極

的
に

行
動

す
る

こ
と

の
で

き
る

，
目

標
意

識
と

意
欲

の
あ
る
者

・
�医

療
人

に
ふ

さ
わ

し
い

高
い

倫
理
観
や
適
性
を
持
っ
た
者

・
�本

学
部

以
外

の
修

学
・

志
望

は
考

え
て

お
ら

ず
、

合
格

し
た

場
合

に
は

必
ず

本
学

部
へ

の
入

学
を
確
約
で
き
る
者

・
�そ

の
他

，
高

等
学

校
卒

業
者

と
同

等
以

上
の

学
力

が
あ

る
と

認
め
ら
れ
る
者
等

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
面
接
試
験
（
個
人
）

３
）

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

４
）
実
技
評
価

５
）
� 資
格
取
得
状
況

，
文
化
・
芸
術
・

ス
ポ

ー
ツ

の
分

野
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

な
ど

も
評

価

出
願
資
格

１
）
�令

和
２

年
３

月
卒

業
者

並
び

に
令

和
３

年
３

月
卒

業
見

込
み

の
者

で
、

人
物
・

健
康

と
も

に
優

れ
学

業
成

績
が

良
好

で
学

校
長

が
推

薦
す
る
者

２
）
�合

格
し

た
場

合
に

入
学

を
確
約
で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
英
語
小
テ
ス
ト

３
）
面
接
試
験

出
願
資
格

本
学

の
基

本
理

念
と

教
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に
，

十
分

な
学

力
と

高
い

目
的

意
識

を
持

ち
，

相
手

の
気

持
ち

を
理

解
で

き
る

人
間

性
豊

か
な

者
で
，

次
の

条
件

を
満

た
す
こ
と

　
１
）
�令

和
３

年
３

月
卒

業
見

込
み

の
者

で
，

人
物
・

健
康

と
も

に
優

れ
，

学
校

長
が

推
薦
す
る
者

　
２
）
�合

格
し

た
場

合
に

入
学

を
確
約
で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
英
語
小
テ
ス
ト

３
）
小
論
文

４
）
面
接
試
験

選
抜
方
法

１
．
英
　
語
：

　
　
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
Ⅰ

」
　
　
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
Ⅱ

」
　
　
�「英

語
表
現
Ⅰ
」

２
．
国
語
・
数
学
：

　
　
� �「国

語
総

合
」（
近

代
以

降
の

文
章
），

「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」
の
う
ち
か
ら
，

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理
　
科
：

　
　
�「物

理
基

礎
・

物
理
」，「

化
学

基
礎
・
化
学
」，「

生
物
基
礎
・

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，１

科
目

を
選
択
す
る

計
３
科
目

４
．
面
接
試
験
：

　
　
�受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に

行
う

選
抜
方
法

　
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
学

共
通

テ
ス
ト
の
教
科
・
科
目
は
以
下
の
と
お

り
な
の
で
，
こ
れ
ら
の
科
目
を
受
験
し

て
お
く
こ
と

１
．
外
国
語
：

　
　「

英
語
」
必
須

　
　（

リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
）

２
．
国
語
・
数
学
：

　
　
「
国
語
」（
近
代
以
降
の
文
章
），

　
　
�「数

学
Ⅰ
・
Ａ
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　

１
科
目
を
選
択
す
る

５
．
理
　
科
：

　
　「

物
理
基
礎
」，「

化
学
基
礎
」，

　
　「

生
物
基
礎
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　
�２
科
目

，
ま
た
は
「
物
理
」，

　
　「

化
学
」，「

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　
１
科
目
を
選
択
す
る

４
．
面
接
試
験
：

　
　
�受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に
行
う

※
�理
科（

基
礎
を
付
し
て
い
な
い
科
目
）

に
お
い
て
２
科
目
受
験
し
た
場
合
は
，

第
１

解
答

科
目

の
み
を
合
否
判
定
に

使
用
す
る

「
英
語
」
に
つ
い
て
は
リ
ス
ニ
ン
グ

の
成
績
は
利
用
し
な
い

選
抜
方
法

１
．
英
　
語
：

　
　
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
Ⅰ

」
　
　
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
英

語
Ⅱ

」
　
　
�「英

語
表
現
Ⅰ
」

２
．
国
語
・
数
学
：

　
　

�「国
語

総
合
」（
近

代
以

降
の

文
章
），

「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」
の
う
ち
か
ら
，

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理
　
科
：

　
　
�「物

理
基

礎
・

物
理
」，「

化
学

基
礎
・
化
学
」，「

生
物
基
礎
・

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，１

科
目

を
選
択
す
る

計
３
科
目

４
．
面
接
試
験
：

　
　
�受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に

行
う

選
抜
方
法

　
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

教
科
・

科
目

は
以

下
の

と
お
り

な
の

で
，

こ
れ

ら
の

科
目

を
受

験
し

て
お
く
こ
と

１
．
外
国
語
：

　
　「

英
語
」
必
須

　
　（

リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
）

２
．
国
語
・
数
学
：

　
　
「
国
語
」（
近
代
以
降
の
文
章
），

　
　
�「数

学
Ⅰ
・
Ａ
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理
　
科
：

　
　「

物
理
基
礎
」，「

化
学
基
礎
」，

　
　「

生
物
基
礎
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　
�２
科
目

，
ま
た
は
「
物
理
」，

　
　「

化
学
」，「

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　
１
科
目
を
選
択
す
る

４
．
面
接
試
験
：

　
　
�受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に
行
う

※
�理

科（
基

礎
を

付
し

て
い

な
い

科
目
）

に
お
い
て
２
科
目
受
験
し
た
場
合
は
，

第
１

解
答

科
目

の
み
を
合
否
判
定
に

使
用
す
る

「
英

語
」

に
つ

い
て

は
リ

ス
ニ

ン
グ

の
成
績
は
利
用
し
な
い

試
験
日

令
和

2
年

10月
24日
㈯

令
和

2
年

12月
13日
㈰

英
語
小
テ
ス
ト
，
面
接
試
験
と
も

令
和

2
年

1
1
月

2
8
日
㈯

英
語

小
テ

ス
ト

，小
論

文
，面

接
試

験
と

も
令

和
2
年

1
1
月

1
5
日
㈰

学
力
試
験

，
面
接
試
験
と
も

令
和

3
年

2
月

1
日
㈪

面
接
試
験
：
令
和

3
年

2
月

8
日
㈪

学
力
試
験

，
面
接
試
験
と
も

令
和

3
年

3
月

7
日
㈰

面
接
試
験
：
令
和

3
年

3
月

7
日
㈰

合
格
発
表

令
和

2
年

11月
2
日
㈪

令
和

2
年

12月
15日
㈫

令
和

2
年
12月

１
日
㈫

に
本

人
と

高
等

学
校

長
宛

に
合

否
通

知
を

速
達
郵
便
で
発
送
す
る

令
和

2
年
12月

１
日
㈫

に
本

人
と

高
等

学
校

長
宛

に
合

否
通

知
を

速
達
郵
便
で
発
送
す
る

令
和

3
年

2
月

4
日
㈭
12時

，
生
命

歯
学

部
（
東

京
）
に

掲
示

，
合

格
者

に
「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

令
和

3
年

2
月
11日
㈭
12時

，
生
命

歯
学

部
（
東

京
）
に

掲
示

，
合

格
者

に
「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

令
和

3
年

3
月

9
日
㈫
10時

，
生
命

歯
学

部
（
東

京
）
に

掲
示

，
合

格
者

に
「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

令
和

3
年

3
月

9
日
㈫
10時

，
生
命

歯
学

部
（
東

京
）
に

掲
示

，
合

格
者

に
「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

本
人
に
合
否
通
知
を
速
達
郵
便
で
発
送
す
る

手
続
期
限

令
和

2
年

11月
13日
㈮

令
和

2
年

12月
24日
㈭

令
和

2
年

1
2
月

1
0
日
㈭

令
和

2
年

1
2
月

1
0
日
㈭

令
和

3
年

2
月

1
5
日
㈪

令
和

3
年

2
月

1
9
日
㈮

令
和

3
年

3
月

1
7
日
㈬

令
和

3
年

3
月

1
7
日
㈬

（
注
）
一
般
選
抜
入
学
試
験
（
前
期
・
後
期
）・

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
学
試
験
（
前
期
・
後
期
）
は
，
生
命
歯
学
部
（
東
京
）
と
新
潟
生
命
歯
学
部
共
通
の
試
験
で
行
い
，
併
願
可
能

令
和
２
年

1
0
月
1
2
日
㈪
～

1
0
月
2
2
日
㈭

令
和
２
年

1
1
月
3
0
日
㈪
～

1
2
月
1
0
日
㈭

郵
送
・
窓
口
と
も
：

窓
口
受
付
時
間
 
1
0
：
0
0
～
1
6
：
0
0


